
















要約 

等電点分画法により,毛根,血漿,リンパ球・肝および脳 Sulfoiduronate Sulfatase 活性を

測定した。毛根,血漿,肝の酵素は,Km,PI からみて,よく似た酵素学的性質を示した。一方,

リンパ球,脳の酵素は上記 3者に比べて heterogenous な性質を有していた。Hunter 症候群

胎児に残存している酵素は,等電点については,正常対照のものと同じ結果を示した。 


